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【編集後記】

『メタフュシカ』第 37 号（通算）をお届けいたします。日本の大学制度というマクロな次元

で考えても、大阪大学文学部の哲学講座という身近な場として見ても、さまざまな変化が感じら

れるようになりました。哲学を大学の中で教育研究するとは、どのようなことなのか。思索を鍛

錬し、表現を彫琢する努力は今まで以上に欠かせないとして、論文を書き、それを発表すること

の意味合いは、しっかり見定めていく必要があると思います。本誌がどのようなメディアとして

存在し、発展すべきなのか、読者の皆さまのご意見をお寄せいただければ幸いです。

（中岡成文）
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